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Dean/Director Message
学 部 長 ／ 科 長 か ら の メ ッ セ ー ジ

ご入学・ご進級おめでとうございま
す。「多様性の時代」と言われる現
代社会では、「個」を育み、互いを
認め合いながら、全ての人が力を
発揮できる社会を「共創」する力が
求められています。皆さんの可能性
を最大限に引き出し、専門的な学
びを深めながらも、社会を包括的
に捉え、自分自身を広げていただけ
ることを期待しています。

子ども支援学部
学部長

保 坂  遊

多様性の時代に可能性を広げ、
共創する力を育む

小櫃 智子子ども支援学科長

健康科学部の教育の目的は、すべて
の年代の人々が「地域でその人らしく
暮らす」ことを支援できる、看護師、作
業療法士、理学療法士を育成するこ
とです。経験豊かな教員の指導のも
と、仲間とともに学び合い、共に成長
し、地域社会や患者さんから信頼され
る医療の専門家を目指してください。
風薫る春の狭山キャンパスで、皆さん
との出会いを楽しみにしています。

健康科学部
学部長

平 田  浩 三

地域で寄り添う
医療スペシャリストの育成

安達 祐子看護学科長
下田 信明リハビリテーション学科長

「食」の面では、すべての栄養素を
必要量摂取すれば健康を維持する
ことができます。そのための基礎か
ら応用までを2年間で学びます。わ
からないことや不安なことがあれば
クラス担任や担当部署に相談しま
しょう。友人と協力しながら自分の
知識・技術を高めていってください。
有意義な学生生活を送れるよう教
員一同、精一杯支援して参ります。

短期大学部
栄養科長

林  あ つ み

健康を支える栄養を学び、
有意義な学生生活を

保育科は、豊かな表現力を持ち、
明るくアクティブな保育を展開できる
人材の育成を主たる目的とする学科
です。保育科での学修について、
学生生活について、進路について、
そのほかどんなことでも不安や心配
があればいつでも、誰にでも相談し
てください。皆さんの幸福な将来の
ため、教員一同全力を注いで皆さ
んに向き合います。

短期大学部
保育科長

鈴 木  隆

相談しやすい環境で、
生き生きと輝く保育士を育成

家政大では、毎年1年生と３年生を
対象として、大学での学びや学生
生活に関する調査を行っています。
その結果を見てみると、児童学部は、

「大学で学ぶことによって、自分の
成長を実感した」という回答がとて
も多い点が特徴的でした。私たち
は、これからも「ひとりひとりの学生
が、成長を実感できる学部」である
よう力を尽くします。

児童学部
学部長

岩 崎  美 智 子

自己の成長を実感できる
学びの提供を

榎沢 良彦児童学科長
半澤 嘉博初等教育学科長

新入生の皆さん、ご入学おめでとう
ございます。栄養学部では、「食と
健康」に関する様々な課題を理解し、
探求するとともに、実践的な分析や
解明につながる専門的な知識と技
術を学びます。どんな課題にも前向
きに取り組み、新しい知識やスキル
を積極的に吸収し、同じ志を持つ
仲間たちと協力しながら、「食」の未
来に向かって歩んでいきましょう。

栄養学部
学部長

小 西  康 子

「食と健康」を学び、
未来へ歩む

鍋谷 浩志栄養学科長
田 中  寛管理栄養学科長

ご入学おめでとうございます。人文
学部は、人に関する様々な側面を
探求する学部です。各学科の特徴
を基に、人の行動・考え方などを
学びます。皆さんは、これらを「教
えてもらう」知識だけでなく、実践
や実習を通じ「自らの体験」として、
より深く理解できます。その学びを
通じAIなどで変容する社会でも活躍
できる力を身につけましょう。

人文学部
学部長

小 池  新

変化する社会で活躍する力を
つける人文学部の学び

根本 貴行英語コミュニケーション学科長
杉山 雅宏心理カウンセリング学科長
平戸ルリ子教育福祉学科長

本学家政学部での学びは、社会全
体や身近な生活を豊かにすること
に真っ直ぐつながっています。皆さ
んひとりひとりが充実した大学での
日々を過ごすことも、社会を輝かせ
ることにつながっています。身につ
けた力が自身の将来をどのように明
るく照らすのか、考え、模索し、夢
や希望を実現してください。力にな
ります。

家政学部
学部長

兼 古  昭 彦

学びを通じて
社会と未来を輝かす

田中 早苗服飾美術学科長
宮本 康司環境共生学科長
手嶋 尚人造形表現学科長

18
歳
人
口
が
減
り
続
け
る
な
か
、
入
学
定
員
を
充
足
で
き
な

い
大
学
が
増
え
て
い
ま
す
。
大
学
に
と
っ
て
厳
し
い
時
代
で
す
。

東
京
家
政
大
学
で
も
、
定
員
を
満
た
し
続
け
て
い
る
学
科
が

あ
る
一
方
で
、
い
ま
の
定
員
を
維
持
す
る
の
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
学
科
も
生
じ
て
い
ま
す
。
18
歳
人
口
減
少
の
影
響
だ
け

で
な
く
、
社
会
全
体
が
大
き
く
変
わ
り
、
若
者
が
大
学
に
求

め
る
も
の
も
変
化
し
始
め
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
の

世
代
が
ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ
を
初
め
て
使
っ
た
と
き
は
す
で
に
30

歳
代
で
し
た
し
、
携
帯
電
話
の
普
及
期
に
は
40
歳
を
過
ぎ
て

い
ま
し
た
。
生
ま
れ
た
頃
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
日
常
で
、

ス
マ
ホ
、
S
N
S
に
囲
ま
れ
て
、
さ
ら
に
A
I
の
利
用
ま
で
広

が
ろ
う
と
し
て
い
る
現
代
の
若
者
の
価
値
観
、
目
標
が
、
こ

れ
ま
で
と
変
わ
っ
て
く
る
の
は
当
然
で
す
。

明
治
14
年
の
創
立
か
ら
今
年
で
1
4
4
年
目
を
迎
え
る
東

京
家
政
大
学
は
、
歴
史
の
移
り
変
わ
り
の
な
か
で
、
時
代
の

要
請
に
応
え
、
女
性
の
自
主
自
律
を
応
援
し
続
け
て
き
ま
し

た
。
女
性
が
社
会
で
働
く
こ
と
、
経
済
的
に
自
立
す
る
こ
と

が
極
め
て
難
し
か
っ
た
時
代
に
、
裁
縫
の
技
と
そ
の
教
授
法

を
学
べ
る
和
洋
裁
縫
伝
習
所
と
し
て
出
発
し
、
第
2
次
世
界

大
戦
後
の
時
代
の
大
き
な
転
換
点
に
あ
っ
て
は
、
当
時
新
し

い
学
問
で
あ
っ
た
家
政
学
を
学
ぶ
新
制
大
学
と
し
て
発
足
し

ま
し
た
。
い
ま
ま
た
世
界
秩
序
の
変
わ
り
目
、
先
を
見
通
す

こ
と
が
難
し
い
と
き
、東
京
家
政
大
学
は
ど
こ
へ
向
か
う
の
か
、

2
0
2
5
年
は
、
こ
れ
か
ら
進
む
方
向
を
見
定
め
る
年
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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2
0
2
5
年
は
、こ
れ
か
ら
進
む

方
向
を
見
定
め
る
年
に

東
京
家
政
大
学 

東
京
家
政
大
学
短
期
大
学
部

学
長　

井
上 

俊
哉
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造
形
表
現
学
科

東京家政大学 は、変わります。

心
理
学
で
、社
会
を
支
え
る
共
感
力
を
実
現

心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
学
科
が

心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
学
科
が

33
コ
ー
ス
制
に

コ
ー
ス
制
に

2
0
2
5
年
度
開
催

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

社
会
的
課
題
に
向
き
合
う

22
つ
の
新
し
い
学
び
の

つ
の
新
し
い
学
び
の“
環環
”

個
別
相
談
・
体
験
授
業
・

在
学
生
と
の
交
流
な
ど

（
申
し
込
み
制
）

（
構
想
中
）

心
理
学
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
基
礎
か
ら
応
用
ま
で
を
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
で
、
ス
キ
ル
は
深

く
多
彩
に
。
心
理
学
を
用
い
て
社
会
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

正
規
の
授
業
と
し
て
行
う
企
業
や
自
治
体
な
ど
と
連
携
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習(

P
B
L)

で
、
学
生
の
う
ち
か
ら
社
会
的
課
題
に
触
れ
、
そ
の
解
決
方
法
を
実
践
を
通
し
て
学
び
ま
す
。

っ
て
な
に
？

東
京
家
政
大
学
の「
学
環
」は
複
数
の
分
野
を
横

断
的
か
つ
統
合
的
に
学
び
、
社
会
と
連
携
し
た
実

践
を
通
じ
て
学
び
を
深
め
て
い
く
教
育
課
程
で
す
。

分
野
を
超
え
て
知
識
や
ス
キ
ル
を
習
得
す
る
こ
と

で
、
複
雑
な
社
会
問
題
に
対
応
す
る
た
め
の
多
角

的
な
視
点
と
柔
軟
な
思
考
力
を
育
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
卒
業
時
に
は
学
部
と
同
様
に

「
学
士
」の
学
位
が
得
ら
れ
ま
す
。

QA社
会
デ
ザ
イ
ン
学
環

文
化
情
報
学
環

「
現
場
か
ら
よ
リ
良
い
社
会
を

リ
・
デ
ザ
イ
ン
す
る
」

力
を
身
に
つ
け
る

社
会
に
お
け
る
情
報
を
効
果
的
に

活
か
し
て
、
新
た
な
価
値
と
と
も
に

ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
発
信
す
る

卒
業
後
の
進
路
 
I
T
企
業
、商
社
、サ
ー
ビ
ス
、小
売
、

金
融
、
公
務
員
、
関
連
分
野
の
大
学
院
進
学 

な
ど

卒
業
後
の
進
路

 

広
告
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、 

メ
デ
ィ
ア
、

出
版 

、I
T
企
業
、公
務
員
、ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
等
の
文
化
施
設
、 

関
連
分
野
の
大
学
院
進
学 

な
ど

次
の
時
代
を
、共
に
創
る
。

共
創
デ
ザ
イ
ン
学
部　

、始
ま
る
。

共
創
デ
ザ
イ
ン
学
部　

、始
ま
る
。

（
構
想
中
）

（
構
想
中
）

（
構
想
中
）

共
創
デ
ザ
イ
ン
学
部
は
、
服
飾
美
術
学
科
と
造
形
表
現
学
科
の
2
学
科
で
構
成
さ
れ
、
各
学

科
の
専
門
性
を
伸
ば
し
つ
つ
、
学
部
合
同
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
軸
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

学
び
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
科
学
で
未
来
を
紡
ぐ

自
分
を
磨
き
、
人
と
社
会
に
彩
り
を

※
内
容
は
す
べ
て
構
想
中
で
あ
り
、
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

※
内
容
は
す
べ
て
構
想
中
で
あ
り
、

　

変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

※オープンキャンパスなどイベントの日程・時間・内容は変更・中止の可能性があります。詳細は必ず本学ホームページをご確認ください。

※
内
容
は
す
べ
て
構
想
中
で
あ
り
、
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

2026年

服
飾
美
術
学
科

POINTPOINT
「
服
飾
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス
」「
服
飾
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
」

「
服
飾
文
化
造
形
コ
ー
ス
」の
3
つ
を
新
設

美
術
・
エ
芸
・
映
像
・
デ
ザ
イ
ン
…

基
礎
か
ら
幅
広
い
造
形
表
現
を
学
ぶ

業
界
が
期
待
す
るSD

G
s

に
応
え
る

「
サ
イ
エ
ン
ス
」「
ビ
ジ
ネ
ス
」「
文
化
造
形
」の
学
び
を
提
供

PICK UP

 01
PICK UP

 01
PICK UP

 02
PICK UP

 03
PICK UP

 02
PICK UP
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地
域
社
会
や
企
業
と
連
携
し
た
授
業
で
、

実
践
的
な
課
題
発
見
・
解
決
能
力
を
身
に
つ
け
る

企
画
運
営
を
学
生
が
自
分
た
ち
で
行
う

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
毎
年
実
施

未
来
を
自
分
自
身
で
つ
く
る

「
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」

地
域
の「
人
と
人
」 「
人
と
こ
と
」を
デ
ザ
イ
ン
の
力
で
つ
な
ぐ

「
観
光（
ま
ち
づ
く
り)

×
デ
ザ
イ
ン
」の
新
設

就
職
活
動
で
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

「
育
ち
の
た
め
の
表
現
士
」修
了
証
を
発
行

マネジメントコース

学校保健コース

心理支援コース

3
年
次
に
選
択

1・2年次

学科共通で
基礎を学ぶ

3・4年次

少人数教育デジタル
スキル

社会と連携
した実践的な

学び

学 

環

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス

人
の
心
に
寄
リ
添
い
、
企
業
や
公
務
員
で
活
躍
す
る

消
費
者
行
動
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
社
会
に
関
連
し
た
心
理
学
、
個
人
や
組

織
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
関
連
し
た
心
理
学
な
ど
の
専
門
科
目
を
多
数
配
置

し
ま
す
。SD

G
s

へ
の
意
識
の
高
ま
り
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る『
一
人
ひ
と
リ
を

幸
せ
に
す
る
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
経
営
）』に
貢
献
で
き
る

力
を
身
に
つ
け
ま
す
。社

会
調
査
士

関
連
す
る
資
格

学
科
の
特
長

学
科
の
特
長

プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容

心
理
支
援
コ
ー
ス

心
理
職
に
必
要
な
実
践
力
を
身
に
つ
け
る

本
学
の
大
学
院
ま
で
の
6
年
一
貫
教
育
で
は
、
臨
床
心
理
学
の
知
識
、
心
理

療
法
の
ス
キ
ル
を
基
礎
か
ら
応
用
ま
で
幅
広
く
学
べ
ま
す
。
国
家
資
格
の
公
認

心
理
師（
受
験
資
格
）に
加
え
、
臨
床
心
理
士（
受
験
資
格
）を
目
指
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

公
認
心
理
師
※

、
臨
床
心
理
士

※
大
学
卒
業
後
、
指
定
施
設
で
の
実
務

経
験
で
も
受
験
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

関
連
す
る
資
格

学
校
保
健
コ
ー
ス

心
の
ケ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
を
強
み
に
す
る

子
ど
も
た
ち
の
心
の
ケ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
を
強
み
と
す
る
養
護
教
諭
を
養
成
す
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
あ
り
、
3
・
4
年
次
に
は
学
校
現
場
や
病
院
な
ど
で
実
習
を

行
い
ま
す
。
保
健
室
を
運
営
し
、
児
童
生
徒
の
心
身
の
健
康
を
増
進
さ
せ
る
た

め
に
必
要
な
知
識
・
技
術
を
学
び
ま
す
。

養
護
教
諭
一
種
免
許
状

関
連
す
る
資
格

●
企
業
や
自
治
体
で
の
体
験
的
な
学
び（
P
B
L
）

で
、
実
社
会
と
関
わ
り
ま
す
。

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
円
滑
に
進
め
る
ス
キ
ル
や
企

画
の
立
て
方
を
学
び
ま
す
。

●
手
を
動
か
し
、
試
作
物
を
活
用
し
て
、
企
画

を
練
り
ま
す
。

●
社
会
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
を
学
び
、
社
会
を

創
り
直
す
構
想
力
を
育
み
ま
す
。

●
企
業
や
地
域
社
会
と
連
携
し
た
学
び
を
通
じ
て
、

文
化・社
会
へ
の
提
案
力
を
身
に
つ
け
ま
す
。

●
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
社
会
を
目
指
し
、「
幸

福
の
国
」北
欧
諸
国
の
事
例
等
を
学
べ
ま
す
。

●
情
報
を
整
理
し
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
組
み
立
て
、

デ
ジ
タ
ル
や
紙
媒
体
で
発
信
し
ま
す
。

●
人
と
つ
な
が
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
身
に

つ
け
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
企
業
で
実
践
し
ま
す
。

 

こ
ん
な
こ
と
が
で
き
ま
す
！ 

 

こ
ん
な
こ
と
が
で
き
ま
す
！ 

Tokyo Kasei University
is transforming.

板橋キャンパス

狭山キャンパス

ぜひご参加
ください！

詳しくは
こちら！
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6 15日
9:30～13:30

2025年

6 15日
12:30～16:00

2025年

7 13日
12:30～16:00

2025年

8 2土
9:30～16:00

2025年

8 24日
10:00～16:00

2025年

12 21日
12:30～16:00

2025年

3 26木
10:00～15:30

2026年

7 13
9:30～13:30

日

2025年

8 3日
10:00～16:00

2025年

8 23土
10:00～16:00

2025年

9 27土
10:00～15:30

2025年

12 21日
9:30～13:30

2025年

3 27金
9:30～15:30

2026年

（
構
想
中
）

https://www.tokyo-kasei.ac.jp/admission/open_campus/


未来

博 物 館

140周年のひろば ーくつろぎ憩いの場
豊かな緑・伸びやかに広がるひろば・多様な居場所をつ
くる階段テラス。気持ちの良い憩いの場をつくります。

現在、集う・出会う・くつろぐ・表現発信する：
大屋根テラス（B棟）
140周年記念館を訪れたすべての方がドームの下に会し、
コミュニケーションのハブとなります。
ひとつながりのおおらかで温かみのある空間は、リラックス
したオープンな場をつくりだします。
緑苑祭やファッションショーなどのイベントスペースになりま
す。140周年記念館のシンボルとなり、コミュニケーション
を触発する、集いと出会いと表現発信の場です。

society 5.0の未来社会を生きる力を育む
クリエイティブな場（A棟 5〜8F）
イマジネーションを多様に刺激しアクティブな学修と交流
を促進する場。
ジグザグの外壁は日射を制御しながら眺望を確保する環
境配慮型の外観であると共に内部側には学生の居場所
をつくりだします。
イノベーティブで開かれた創造的な空気の下、新しいア
イデアやアプローチを試すことを奨励する、ラボのような
活動的でラフなインテリアです。
オープンでフラットな空間、各階をつなぐコミュニケーショ
ン階段などにより、協力や協働、オープンなコミュニケー
ションを刺激します。

歴史と伝統から学ぶ博物館（A棟 1〜3・4F）
学園の歴史と伝統を訪ね、次の時代を見据える場として、
学生はもとより多くの方々に本学を深く理解してもらうこと
を期待しています。外観は敷地形状から導かれた多角
形の外壁を特徴としています。
学園の歴史を紹介する常設展示室や、幅広い収蔵品を
展示するコレクション展示室、様 な々テーマを取り上げる
企画展示室での活動を通じて、地域社会に開かれた社
会教育施設・文化施設としての役割も果たしていきます。

大 屋 根テラス14 0 周 年のひろば

A 棟A 棟B 棟B 棟

博 物 館 事 務 室 ・ 実 習 室

クリエイティブ
ガーデンズ

新ラーニング
コモンズ

常設展示室・
コレクション展示室

企画展示室

博物館関連施設

太陽光パネル

伝統
現在
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新
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新校舎の3つのPOINT

渡辺学園創立 140周年記念館
伝
統
・
現
在
・
未
来
を
結
ぶ
１
４
０
周
年
記
念
館

キャンパスの新しいハブとしての140周年記念館

出会いと交流の場

１
４
０
周
年
記
念
館
は
学
園
の
伝
統
と
未
来
、そ
し
て
現
在
を
結
ぶ
建
物
で
す
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記
念
館
は
、

学
生
の
集
い
と
出
会
い
の
場
と
し
て
の「
大
屋
根
テ
ラ
ス
」、歴
史
と
伝
統
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を
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む
場
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す
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十条門は公共交通機関からの
アクセスが良く学園の顔、交通
のハブとなっていく大切な場所
です。板橋キャンパスの新しい
コミュニケーションの中心、「ハ
ブ」となることが期待されます。

この建物は中・高・大学、学外など、
十条門から訪れるすべての方を迎え入れ
ます。そして、それぞれの場所への中継
点として、動線が交わる大切な場所です。
その中心となる大屋根テラスは、憩いや、
出会い、発見の場であり、そこで人と人、
人とモノ、人とコト、人と学び、表現などの、
交流共創の場になることが期待されます。

2026年   完成予定

Watanabe Gakuen Educational Foundation          140th Anniversary Memorial Hall

渡辺学園創立140周年記念館は、社会課題の
解決につながるデジタル時代のスキルと創造性の
育成を目指し、学生ファーストで環境を整備し、
2026年、板橋キャンパスに完成する予定です。

東京家政大学
板橋キャンパス

POINT 1

POINT 3

POINT 2 120周年記念館と対をなす140周年記念館
120周年、140周年、2つのタワーが板橋キャンパス
の新たなシンボルとなります。
120周 年 記 念 館が 建 つ 中 庭を「120周 年の 森」、 
140周年記念館と東側のひろばを「140周年のひろば」 
と位置付けます。建物とひろばが一体となることでよ
り広がりのある憩いとくつろぎの場所となります。

A棟 1F〜3F・4F
博物館常設展示室・企画展示室・
博物館関連施設・実習室など

A棟 5F
ルミナスガーデン

（ラーニングコモンズ多目的演習室）

A棟 7F
イメージスタジオガーデン

（撮影・収録スタジオ、ICT学修支援室）

A棟 8F
クロスメディアガーデン

（AR、VR対応教室、共創スペース）

博物館活動をさらに充実させるため、展示室などの主要施設を拡充・
強化。展示による公開に加え、デジタルコンテンツの作成・発信を推
進して、重要有形民俗文化財「渡辺学園 裁縫雛形コレクション」をは
じめとする豊富な収蔵品の魅力を発信します。

主体的な学びと交流、学生ファーストの学習スペース。
グループでの主体的学修、個人での主体的学修を支援します。

本学の学生や教員が、気軽に動画や音楽を制作して発信できるようにするた
めの収録スタジオと編集設備を整備し、授業のための動画作りや、ダンスや
音楽のサークル活動の発表など、デジタル技術をつかって表現力を向上させ
ることができます。

ARやVRといった最新の映像技術を取り入れたsociety 5.0の未来社会を生き
る力を育むクリエイティブなフロア。狭山と板橋の合同授業も可能で、キャン
パスを超えた学生間交流もできます。新たなデジタルな学びの世界を体感で
きます。ハードだけでなく、教職員や学生のDX活動への支援も視野に入れて
います。
デジタルに強い学生を育成・組織し、デジタルに関することについて自主的
に学びたい学生へのアシスト（ピアサポート）を行います。他の人に教えること
による学修の向上効果も期待されます。

Ⅰ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅵ

Ⅲ
A棟 6F
ものづくりガーデン
（デジタル工作工房）

抽象的でわかりにくいデジタルの世界を、実際に触って見えるようにして学べ
ます。レーザーカッターや3Dプリンターなどの機材を整備して、リアルな世界
とバーチャルな世界を学生が体験し、理解できるようにします。
さらにさまざまな学科の学びや、社会課題解決のための学生の自主活動に活
かせる、DX時代のものづくり力の養成が期待されます。

B棟 1F
大屋根テラス

開放的な空間を学生のための広場として設置します。学生の憩いくつろぎの場であり、かつ表現発信の場、出会いの場、ダ
ンスなど表現、ファッションショーなどのイベントが開催可能です。学生のアイデアで広がる表現創造スペースを期待しています。

想像と創造を多様に刺激し

主体的な学修と共創を促進する場

計画名称：140周年記念館建設事業計画
建築面積：約2,195.75㎡
延床面積：約7,536㎡

A棟階数：地上8階ー40.71m
B棟階数：地上1階ー10.45m
A棟構造：鉄骨鉄筋コンクリート造・鉄骨造
B棟構造：鉄骨造・鉄骨鉄筋コンクリート造（計画中）

※内容が変更になる可能性があります。

学校
法人

ルミナスガーデン

ものづくりガーデン

イメージスタジオガーデン

クロスメディアガーデン
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人文学部 
心理カウンセリング学科2年 N.K. A1. 児童学科の学生は、「子どもが好き」という共通

点からか、明るく心優しい雰囲気を持つ子が多いた
め、すぐに仲良くなることができ、笑顔が絶えないと
ても楽しい毎日を過ごしています。現場の経験のあ
る先生方が多く、授業や実習を通して、実践的に
理解することができます。
A2. 私の推しは、なんといっても、友達と食堂で何
か食べながらひたすらおしゃべりをする空コマです！
この時間が授業を頑張る源になっています。

A1. 私は今年度、短大2年生になります。1年次は
栄養士の基盤となる学びや教員資格取得のための
授業を履修し、忙しくも充実した日々を過ごしました。
食について学ぶ中で食べることの楽しさもさらに実
感しています。
A2. そんな私の推しは学食。食券機の前で悩む時
間が日々の小さな楽しみで、それが学びのモチベー
ションにもなっています。また写真は私が家政大で
初めて食べた学食であり今もお気に入りの“メンチカ
ツ丼”です。

A1. 東京家政大学では、授業やサークル活動を通
じて充実した学生生活を送り、仲間と切磋琢磨しな
がら創造力を高め、成長できる環境が整っています。
A2. 東京家政大学のゆるキャラ、りょっくんはキャン
パスの癒し。笑顔が魅力的で、緑苑祭でも大人気
です！

A1. 大学の授業は話し合いの機会が多いため違うク
ラスや他学科の友達も増え、楽しい授業です。また、
バレーボール部に所属し他学科の人と関わったり、
土日にも部活をしたりと非常に充実した学校生活を
送っています。
A2. 14号館6階ラウンジがお気に入りです！眺めが
良く、落ち着くので空きコマや部活前に利用してい
ます。

A1. 「子どもの造形I」の授業では、お店屋さんごっ
こを行いました。各グループでお店のテーマを決め、
画用紙やリサイクル素材を使って商品や看板、模
擬のお金を制作し、接客のやり取りを実践しました。
A2. かせい森のおうち…ボランティアや実習を通し
て、子どもたちと交流しながら学びを深められる点が
魅力です。

A1. 和裁洋裁以外にも色彩や文化史、科学的観点
から捉える授業、白衣で行う実験など、座学と実習
を通して広く学ぶことができます。浴衣やスカートな
どの作品を先生方にご指導いただき完成させた時
の達成感は格別でした。
A2. Luce(ルーチェ）。窓越しの緑に明るく開放的な
空間。ドリンクなどもあり、試験前は連日活用してい
ます。

A1. 大学1年生の授業では社会福祉、心理、社会
教育の3分野の基礎的な部分について多く学修しま
した。大学に入学して、自分が学びたい分野につ
いて学ぶことができることは幸せなことでとても楽し
いと実感した1年間でした。
A2. 私の家政大の推しスポットは、図書館1階にあ
るオーディオコーナーです。椅子の座り心地が良く、
自習をするときに利用しています。

A1. 授業は、実践的で深い学びを得られると感じま
す。1年次からゼミがあるため、早い段階から専門
的な学びを得られます。学校生活では、初めにオリ
エンテーションが設けられているため、教授や友達
との関係も良好に築けます。
A2. 私の家政の推しは、日々の授業です。学生と教
授の間に厚い壁がなく、相談しやすい関係を築ける
ことや友達と将来に向かって頑張る姿が目に見える
からです。

児童学部 児童学科 
児童学専攻2年 S.M. 

子ども支援学部 
子ども支援学科2年 K.G. 

家政学部 
服飾美術学科2年 A.N.

人文学部 
教育福祉学科2年 S.M.

児童学部 
初等教育学科2年 M.C.

短期大学部
栄養科2年 S.N.

家政学部 
造形表現学科2年 H.A.

人文学部 
英語コミュニケーション学科2年 F.M.

A1. 環境共生学科では環境問題や持続可能な社会
について学びます。授業では実験やフィールドワー
クもあり、実践的に学べるのが魅力的です。学生
同士の交流も活発で、意見を交わし合いながら学
びを深めていきます。
A2. 緑が多く落ち着いたキャンパスで、設備が充実し
ているところが魅力的だと思います。先生方も親しみ
やすく、学びやすい環境が整っているところがいいと
思います。

A1. 自分の名札をつくったり、からだを使った遊び
を考えたりと、実践的な授業が多いです。ペアになっ
て歌に振り付けをする授業もあり、クラスの友達と
協力して取り組みました。写真は、グループごとに
新聞紙で家づくりをした時の様子です！
A2. 推しは"学食"です！ほぼ毎日学食でランチをして
いて、定食やラーメンなどさまざまなメニューを楽し
んでいます。

家政学部 
環境共生学科2年 M.I.

児童学部 児童学科 
育児支援専攻2年 K.M.

A1. 管理栄養学科は課題が多く、時間が足りないイ
メージがあると思いますが、バイトやサークルで大
学生活を謳歌できます。私もバイトやサークル（ス
キー部）など勉強以外の楽しみを多く見つけていま
す。最後の学生生活を悔いのないように過ごしてく
ださい。
A2. 図書館にある読書室です。管理栄養学科は課
題が多いため、集中して早く終わらせるのに最適な
スペースです。

A1. 1年生では人体の構造や機能を理解したり、実
際に病院へ見学実習をするなどの経験を通して、
理学療法士がどのような職業なのかを深く知る年に
なりました。今まで触れてきたことのない知識ばかり
で初めは不安になりますが、友人と助け合うことで
試練を乗り越えてきました！
A2. 自然が豊かなため、四季を感じながら通学でき
るところが推しです。近くにある公園は桜がとても
綺麗なのでぜひ行ってみてください。

A1. 看護学科では、演習、座学、実習を通して技
術や知識を学びます。演習は、学生が看護師役と
患者役に別れて行うため、看護師の大変さや患者
の気持ちを体験しより良い看護を行うための方法を
考えるきっかけになります。
A2. ゼミ室がおすすめの場所です。友達と集まって
勉強や課題をすることができるので、とても集中で
きます。

A1. 1年生の学修は主に座学の授業が中心です。生
化学概論や基礎栄養学など、これからの実習や実
験、専門的な知識を学ぶための土台となる知識を身
につけています。日常生活に活かすことで、より学び
を深めることができます。
A2. 私の家政大の推しは、1号館5階から見える景
色です。東京スカイツリーと東京の街を一望できる、
ここでしか見られない隠れ絶景スポットです。

栄養学部 
管理栄養学科2年 N.T.

健康科学部 リハビリテーション学科
理学療法学専攻2年 N.M.

栄養学部 
栄養学科2年 K.Y.

健康科学部 
看護学科2年 H.T. 

A1. 1年生の授業は必修科目が多く、学年全員で一
緒に講義を受けることが多くあります。そのため、ク
ラス関係なく友人を作ることができ、試験前にはお
互いに教え合いながら勉強することもあります！
A2. 私のイチオシは15号館2階からの景色です！4
限の後廊下に出ると、綺麗な夕日を眺めることがで
きます。

A1. 保育実習の部分実習では、ペットボトル輪投げ
を行いました。遊びを通じて利用者さん同士の交流
や身体を動かすことの楽しさを感じてもらえるよう工
夫しました。実習を通して、一人ひとりへの支援の
工夫や関わり方の大切さを学びました。
A2. 図書館です。実習で使う絵本や保育の本が充
実しており、落ち着いた環境で勉強ができます。実
習前の準備にも役立ち、安心して実習に臨むことが
できました。

短期大学部
保育科2年 A.W.

A1. 授業は専門的で難しいですが、先生方が親身
になって教えてくださいます。そのため、質問や相
談もしやすいです。また、授業や実習の内容を仲
間と振り返り、時にアドバイスし合うことで、学びや
絆が深まったと思います。
A2. 私の家政大学の推しは図書館です。大きな窓
と照明で明るく、居心地の良い空間であり、読書
や勉強に集中できます。

健康科学部 リハビリテーション学科
作業療法学専攻2年 Y.Z.

Q1. 学業について
Q2. 東京家政大学の推し

紹介する
学び

在 学 生 が
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本
講
義
は
全
1
年
生
を
対
象
と
し
て
お
り
、

学
部
の
異
な
る
5
人
1
グ
ル
ー
プ
で
協
同
学

習
を
行
い
ま
す
。
ま
ず
は
充
実
し
た
協
同
学

習
を
進
め
る
た
め
の
基
礎
を
実
際
に
試
し
な

が
ら
身
に
つ
け
ま
す
。
講
義
前
半
で
は
本
学

の
歴
史
に
触
れ
、
本
学
の
原
点
や
各
々
が
学

ぶ
意
味
を
考
え
て
い
き
ま
す
。
後
半
で
は
今

日
の
社
会
問
題
に
目
を
向
け
、
私
た
ち
に
で

き
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

学
部
が
異
な
れ
ば
興
味
関
心
、
考
え
方
も
異

な
り
ま
す
。
そ
ん
な
環

境
で
協
同
し
て
学
ぶ

か
ら
こ
そ
、
還
元

さ
れ
る
も
の
は
大

き
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
本
講
義
を
通

し
て
、
学
び
の
基

礎
で
あ
る
自
主
自

律
の
精
神
を
養
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
！

日
本
で
は
じ
め
て
の
ビ
タ
ミ
ン
シ
ョ
ッ
プ「
ヘ
ル
シ
ー
ワ
ン
」

松
屋
銀
座
店
で
、
管
理
栄
養
士
と
し
て
勤
務
し
、
3
年

が
経
ち
ま
し
た
。
ご
来
店
く
だ
さ
る
お
客
様
の
心
身
の
ご

体
調
に
関
す
る
お
悩
み
や
食
事
内
容
を
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

し
、
栄
養
素
の
ご
提
案
を
し
て
い
ま
す
。

私
が
ヘ
ル
シ
ー
ワ
ン
に
入
社
を
決
め
た
理
由
は
、
管
理
栄

養
士
と
し
て“
健
康
”を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら

で
す
。
学
校
で
学
ぶ
こ
と
の
ほ
と
ん
ど
は
、“
制
限
”。
食

事
を
制
限
す
る
に
至
っ
て
し
ま
っ
た
原
因
に
は
、
普
段
の

食
事
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
制
限
を
し

な
く
て
も
良
い
、
健
康
な
状
態
を
保
つ
た
め
に
管
理
栄
養

士
が
は
た
ら
き
か
け
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
々
あ
り
が
た
い
こ
と
に
す
て
き
な
お
客
様
に
囲
ま
れ
、

管
理
栄
養
士
と
し
て
、
人
と
し
て
、
成
長
し
続
け
る
必
要

性
を
感
じ
ま
す
。
私
が
仕
事
を
す
る
上
で
最
も
大
切
に
し

て
い
る
こ
と
は
、「
管
理
栄
養
士
と
し
て
お
客
様
の
健
康
・

美
容
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
、
問
題
解
決
に
向
け
て
寄
り
添
う

こ
と（
＝
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
）」、「
お
客
様
と
の
関
係
性（
＝

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
）」で
す
。“
か
か
り
つ
け
栄
養
士
”と
し

て
、
お
客
様
の
お
悩
み
解
決
に
携
わ
る
事
が
で
き
た
時
や
、

お
客
様
の
新
た
な
一
面
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
時
に
や
り

が
い
を
感
じ
ま
す
。
お
客
様
が
思
っ
て
い
る
こ
と
、
潜
在

的
な
お
悩
み
・
不
調
を
引
き
出
す
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
―

シ
ョ
ン
は
と
て
も
難
し
く
、
3
年
経
っ
た
今
も
反
省
ば
か

り
で
す
。
そ
れ
で
も
、
ヘ
ル
シ
ー
ワ
ン
に
期
待
し
て
ご
来
店

く
だ
さ
っ
た
お
客
様
に
応
え
た
い
の
で
、
店
舗
ス
タ
ッ
フ
か

ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
や
情
報
共
有
な
ど
チ
ー
ム
で
準
備

し
、
接
客
時
に
最
大
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。

入
社
し
て
10
ヶ
月
で
シ
ョ
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

よ
う
や
く
業
務
に
慣
れ
た
ば
か
り
、
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ

で
の
こ
と
で
正
直
困
惑
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
入

社
歴
の
長
い
先
輩
が
部
下
に
な
る
と
い
う
初
め
て
の
経
験

や
、
新
人
教
育
、
店
舗
に
対
す
る
責
任
の
大
き
さ
に
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
感
じ
る
日
々
で
し
た
。
そ
の
中
で
、
周
り
に
頼

る
こ
と
の
大
切
さ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
関
係
性
が
築
か
れ

て
い
く
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
人
に
教
え
る
こ
と
は
と
て

も
大
変
な
こ
と
で
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
行

き
詰
ま
っ
た
時
の
仲
間
の
助
言
や
、
他
店
で
頑
張
っ
て
い

る
同
期
の
存
在
が
私
の
支
え
と
な
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

「
仕
事
も
遊
び
も
本
気
で
」と
い
う
ヘ
ル
シ
ー
ワ
ン
の
特
色

は
、
私
自
身
も
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
の
1
つ
で
す
。
大

学
時
代
に
サ
ー
ク
ル
活
動
で
始
め
た
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
昨
年

か
ら
再
開
し
た
ほ
か
、
ピ
ア
ノ
は
20
年
以
上
続
け
て
お
り
、

毎
年
発
表
会
に
出
演
し
て
い
ま
す
。
自
分
で
も
社
会
人
に

な
っ
て
続
け
る
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
ら
の

趣
味
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
時
間
に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拡
大
や
、
様
々
な
人
・
文
化
と

交
流
を
持
つ
こ
と
に
よ
る
発
見
に
繋
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。
お
休
み
を
い
た
だ
き
、
好
き
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ラ
イ

ブ
や
イ
ベ
ン
ト
に
行
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
に
立

つ
こ
と
・
ス
テ
ー
ジ
を
見
る
こ
と
が
私
の
生
き
が
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
自
分
の「
好
き
」に
正
直
に
、「
人
と
し
て
成

長
し
続
け
る
こ
と
」を
人
生
の
テ
ー
マ
と
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

社
会
で
活
躍
す
る

卒
業
生

Graduate
      Interviews

株式会社
美高商事ヘルシーワン

家政学部 栄養学科 M.I.
管理栄養士専攻 2022年度卒

（現：栄養学部 管理栄養学科）

PROFILE

お客様に寄り添い、

健康と美容を支え

私のステージを築く

お
客
様
の
健
康
と
美
容
を
支
え
る

管
理
栄
養
士
の
挑
戦

挑
戦
と
趣
味
を
通
じ
て

成
長
を
続
け
る
日
々

学長と学生の意見交換会

スタートアップセミナー自主自律

学長と学生の
意見交換会とは

学長をはじめとする役職者が学生から意見
等を直接聞くことにより、学生のリアルな実
情や要望に接し、大学運営においてより実
効性のある施策立案や実施に役立てるため
の機会です。
令和6（2024）年度は「学生に教えてもらう

『GOOD授業』の条件」をテーマにグループ
対話を実施しました。

学
長
と
学
生
の
意
見
交
換
会
に
参
加
し
、
大
変

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

普
段
、
学
長
と
直
接
意
見
を
交
わ
す
機
会
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
学
生
の
声
が
ど
の
よ
う
に
大
学

運
営
に
反
映
さ
れ
る
の
か
を
知
る
貴
重
な
場
で
し

た
。
特
に
、
異
な
る
学
科
・
専
攻
の
学
生
と
議

論
を
交
わ
し
た
こ
と
で
、
自
分
に
は
な
か
っ
た
新

た
な
視
点
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
点
が
印
象
的
で

し
た
。

ま
た
、
学
生
が
抱
え
る
疑
問
や
要
望
を
学
長
に

直
接
伝
え
る
こ
と
で
、
大
学
の
現
状
や
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
意
見
交
換
の
場
が
あ
る
こ
と
で
、

学
生
が
大
学
運
営
に
積
極
的
に
関
わ
る
意
識
を
持

つ
き
っ
か
け
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。
学
長
と
学

生
が
相
互
に
理
解
を
深
め
る
こ
と
は
、
よ
り
良
い

大
学
づ
く
り
に
つ
な
が
る
た
め
、
今
後
も
こ
の
よ

う
な
取
り
組
み
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
で
す
。

  

人
間
力
を
磨
く
協
同
学
習

“
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
自
主
自
律
”

児童学部
児童学科 育児支援専攻3年 R.K.

家政学部
栄養学科 管理栄養士専攻4年 M.N.

学
長
や
、学
部
の
垣
根
を

越
え
た
学
生
と
意
見
を

交
わ
す
貴
重
な
経
験

バスケットボール部で

　仲間と練習に励んでいます！

クラスの友人とBBQや海へ！
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東京家政大学
グローバル教育センター

WEB Instagram 国 際  交 流板橋キャンパス16号館2階
受 付 時 間 ：平　日 9:00〜17:00
　　　　　　  土曜日 9:00〜12:00
お問い合わせ：03-3961-1861

異
文
化
の
中
で
暮
ら
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
背
景
を
持
つ
人
々
と
交
流
す

る
中
で
、
語
学
以
外
に
も
多
く
を

学
び
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
最
も

印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
外
向
的
な

人
が
多
い
こ
と
で
す
。
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
買
い
物
を
し
て
い
た

り
、
道
を
歩
い
て
い
た
り
す
る
だ

け
で
も
元
々
友
人
で
あ
っ
た
か
の

よ
う
に
会
話
が
始
ま
る
文
化
は
日

本
に
は
な
い
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

私
は
内
気
な
性
格
で
自
ら
話
し
か

け
る
こ
と
が
苦
手
で
し
た
が
、
そ

の
よ
う
な
人
々
と
出
会
っ
た
こ
と

で
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
楽
し
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

私
は
留
学
に
行
く
こ
と
を
考
え
た

時
か
ら
、
現
地
の
部
活
に
入
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
留
学
に

行
く
こ
と
が
決
ま
り
、
部
活
に
入

る
こ
と
に
と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い

ま
し
た
が
、
練
習
場
所
に
行
っ
て

誰
一
人
知
ら
な
い
場
所
に
一
人
で
扉

を
開
け
て
入
る
こ
と
が
と
て
も
怖

か
っ
た
で
す
。
続
け
て
い
れ
ば
何
か

自
分
に
良
い
こ
と
が
必
ず
あ
る
と

信
じ
て
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

私
の
性
格
は
、
元
々
1
0
0
％
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
と
胸
を
張
っ
て
言
え
る
性

格
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で

す
が
、
今
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
過
ぎ
る

と
言
わ
れ
る
程
前
向
き
で
す
。
自

分
の
決
め
た
目
標
を
達
成
し
て
い

る
過
程
や
周
り
の
声
掛
け
の
お
か

げ
で
こ
の
性
格
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
の
大
学
生
活
は
と
て
も
充
実

し
て
い
ま
す
。
管
理
栄
養
に
関
す

る
専
門
知
識
を
学
び
な
が
ら
、
さ

ま
ざ
ま
な
授
業
や
活
動
を
通
じ
て

文
化
の
違
い
を
感
じ
、
日
本
文
化

を
体
験
し
て
い
ま
す
。
休
み
の
日

に
は
国
内
旅
行
を
通
じ
て
日
本
各

地
の
魅
力
を
知
り
、
学
び
と
日
常

生
活
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら

貴
重
な
経
験
を
積
ん
で
い
ま
す
。

日
本
人
学
生
と
交
流
し
て
、
日
本

の
文
化
や
流
行
を
深
く
理
解
す
る

だ
け
で
な
く
、
日
本
人
の
習
慣
や

価
値
観
を
体
感
で
き
ま
し
た
。
こ

の
経
験
は
、
日
常
生
活
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
役
立
ち
、
日
本

の
社
会
に
適
応
す
る
た
め
の
貴
重

な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
大
学
は
中
国
と
比
べ
て
実

践
的
な
教
育
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
個
人
の
能
力
向
上
も
重
視
し

て
く
れ
る
と
聞
き
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
の
栄
養
学
は
長
い
歴

史
が
あ
る
た
め
自
分
の
興
味
が
あ

る
分
野
を
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
上
に
、
課
題
に
向
き
合
う
力
や

異
な
る
視
点
も
養
え
る
と
思
い
日

本
へ
の
留
学
を
決
め
ま
し
た
。

東
京
家
政
大
学
の
栄
養
学
部
に
は

今
ま
で
多
く
の
留
学
生
が
在
籍
し

て
お
り
、
履
修
で
き
る
授
業
な
ど

も
実
用
性
が
高
い
た
め
進
学
を
決

め
ま
し
た
。

日
本
で
の
生
活
は
、
母
国
と
異
な

る
文
化
、
習
慣
、
考
え
方
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
周

り
の
人
は
優
し
く
て
、
細
や
か
な

気
配
り
を
し
て
く
れ
る
の
で
日
々

温
か
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

人文学部
英語コミュニケーション学科3年 A.K.

人文学部
英語コミュニケーション学科3年 Y.N.

栄養学部
管理栄養学科3年 H.C.

栄養学部
栄養学科2年 J.Z.

世界との交流を深め、世界で活躍　　できるグローバルな人材育成を

海外研修／留学 研修先の様子や自分の変化外国人留学生 日本での大学生活

ニュージーランド オタゴ大学 秋期語学研修台 湾

オーストラリア アデレード大学 秋期語学研修中 国

https://www.tokyo-kasei.ac.jp/international/
https://www.instagram.com/tokyokasei_global/
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課外活動 活動への想い社会連携／産学連携 活動紹介

Students' Challenge !

学 生 た ち  の 挑 戦！
課外活動や社会連携／産学連携　  を通して培う、課題解決能力

東京家政大学
ヒューマンライフ支援機構
WEB

板
橋
区
く
ら
し
と
観
光
課
か
ら

3
万
部
発
行
さ
れ
た
、
い
た
ば
し

の
い
い
と
こ
ろ
を
ち
ょ
こ
っ
と
紹
介

す
る「
い
た
ち
ょ
こ
ブ
ッ
ク
」の
メ
イ

ン
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
い
た
ち
ょ
こ
ブ

ラ
ザ
ー
ズ
」の
作
成
が
き
っ
か
け
で
、

本
物
の
板
チ
ョ
コ
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の

デ
ザ
イ
ン
に
採
用
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
こ
の
板
チ
ョ
コ
は
、
板
橋
区
が

主
催
す
る
マ
ル
シ
ェ
で
広
報
P
R
の

た
め
販
売
さ
れ
ま
す
。
観
光
課
職

員
が
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
推
し
て
く
だ

さ
っ
た
た
め
、
よ
り
手
に
取
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
デ
ザ
イ
ン
を
何
度
も
話

し
合
い
ま
し
た
。
観
光
課
の
方
々

と
も
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
、
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
が
手
に
持
つ「
い
た
ば
し
」を

「
絵
本
の
ま
ち　

板
橋
」と
関
連
づ

け
た
デ
ザ
イ
ン
で
表
現
す
る
工
夫
を

し
ま
し
た
。

私
は
こ
の
活
動
に
2
年
連
続
で
参

加
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
が
提
示
さ
れ

た
後
に
、
色
々
な
レ
シ
ピ
を
考
案
、

試
作
す
る
こ
と
が
楽
し
く
、
ま
た

企
業
の
開
発
者
の
方
々
や
先
生
方

か
ら
直
接
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く

レ
シ
ピ
検
討
会
で
は
、
視
点
の
変

え
方
、
味
や
見
た
目
の
変
化
の
付

け
方
な
ど
実
践
的
な
学
び
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ア
ド
バ
イ
ス

を
基
に
行
っ
た
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
で

は
、
自
分
の
想
い
や
卵
の
特
性
を

活
か
す
レ
シ
ピ
の
改
良
に
苦
戦
し
ま

し
た
が
、
完
成
し
た
時
に
は
大
き

な
達
成
感
が
あ
り
ま
し
た
。

学
生
広
報
は
、
主
に
広
報
誌
な

で
し
こ
の
作
成
に
携
わ
っ
て
お
り

ま
す
。

昨
年
度
は
、
学
生
広
報
メ
ン
バ
ー
の

日
常
を
発
信
す
る｢

学
生
広
報
手

帳｣

を
書
い
た
り
、
夏
休
み
の
過
ご

し
方
や
パ
ソ
コ
ン
の
裏
技
ス
キ
ル
の

特
集
を
作
っ
た
り
し
ま
し
た
。
他

学
年
や
他
学
科
の
メ
ン
バ
ー
と
共
に

協
力
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
た

め
、
異
な
る
視
点
か
ら
の
意
見
や

発
想
に
溢
れ
る
話
し
合
い
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
普
段
の
授
業
で

は
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
非
常
に

魅
力
的
な
時
間
を
過
ご
せ
る
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
！

私
た
ち
はLibrary M

ates

で
す
！

私
た
ち
の
主
な
活
動
は
、ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
や
ア
ク
リ
ル
袋
、
缶
バ
ッ
ジ
や 

し
お
り
な
ど
図
書
館
に
関
連
す
る

グ
ッ
ズ
を
制
作
す
る
グ
ッ
ズ
班
、
附

属
の
幼
稚
園
へ
読
み
聞
か
せ
活
動
を

行
い
に
行
く
読
み
聞
か
せ
班
、
図
書

館
内
を
季
節
や
行
事
に
合
わ
せ
て

色
と
り
ど
り
に
飾
り
付
け
る
飾
り

付
け
班
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
に

も
、
図
書
館
内
を
ツ
ア
ー
し
た
り
、

本
屋
へ
新
し
く
図
書
館
に
入
書
す

る
本
を
選
ぶ
選
書
ツ
ア
ー
、
図
書

館
総
合
展
へ
の
ブ
ー
ス
の
出
展
や

グ
ッ
ズ
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
！

児童学部
児童学科 育児支援専攻 2024年度卒 Y.M.／K.H.

栄養学部
管理栄養学科3年 I.F.

人文学部
心理カウンセリング学科3年 Y.M.

人文学部
教育福祉学科2年 H.S.

芥川製菓株式会社
板チョコ パッケージデザイン

昭和産業グループ 卵のアイデアレシピ開発
たまごのある暮らしレシピ開発教育プログラム

広報・宣伝部 学生広報

図書館ボランティア団体(板橋キャンパス)

社会連携

産学連携

▲最終レシピ講評会でのプレゼン発表

▶︎最終レシピ講評会での調理

▲2024年度 広報誌なでしこ

▼区職員との打ち合わせ

芥川製菓の
板チョコパッケージ▶︎

狭
山Book Friends

で
は
現
在
10 

名
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
活
動
内

容
は
七
夕
飾
り
や
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り

の
制
作•

飾
り
つ
け
、
選
書
ツ
ア
ー
、

緑
苑
祭
な
ど
で
、
時
に
板
橋
校
舎 

のLibrary M
ates

と
共
同
し
て
活 

動
を
行っ
てい
ま
す
。Book Friends 

の
魅
力
は
、
実
習
や
勉
強
に
合
わ

せ
て
柔
軟
に
活
動
が
で
き
る
こ
と

と
、
グ
ッ
ズ
制
作
や
し
お
り
作
成
な

ど
メ
ン
バ
ー
が
や
り
た
い
と
思
っ
た

こ
と
を
自
由
に
取
り
組
め
る
と
こ

ろ
で
す
！

私
も
今
年
は
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
制
作
や

狭
山
図
書
館
の
新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
作

成
な
ど
を
企
画
し
、
メ
ン
バ
ー
数
人 

と
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
狭
山Book Friends

の
一
員
と
な
っ
て
一
緒
に
活
動
で
き

る
日
を
お
待
ち
し
て
ま
す
！

全
国
発
売
さ
れ
る
商
品
の
開
発
と

い
う
大
規
模
な
企
画
に
初
め
て
参

加
し
、
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
み
ま

し
た
。
特
に
、
東
洋
水
産
の
方
と

の
試
作
検
討
会
で
は
、
自
分
の
意

見
と
他
者
の
意
見
を
擦
り
合
わ
せ

る
難
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
商

品
開
発
の
過
程
を
通
じ
て
多
く
の

人
が
関
わ
る
こ
と
を
学
び
、
自
分

も
そ
の
1
人
と
な
れ
た
こ
と
に
大

き
な
達
成
感
を
感
じ
ま
し
た
。

店
頭
に
商
品
が
並
ん
だ
瞬
間
の
喜

び
は
格
別
で
、
よ
り
一
層
商
品
開
発

の
仕
事
に
携
わ
り
た
い
と
い
う
思
い

が
強
ま
り
ま
し
た
。

健康科学部
リハビリテーション学科 作業療法学専攻3年 K.H.

栄養学部
栄養学科4年 H.M.

図書館ボランティア団体(狭山キャンパス)東洋水産株式会社との共同開発
カラダほころぶ 豆乳と酒粕のスープの開発産学連携

▲板橋キャンパス緑苑祭での
試飲の提供

◀︎試作検討会

https://www.tokyo-kasei.ac.jp/society/orcc/index.html
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本
学
は
、
1
8
8
1
年（
明
治
14
年
）お
茶
の
水

の
湯
島
で
誕
生
し
た
女
子
教
育
一
筋
の
教
育
機
関

で
す
。
和
洋
裁
縫
伝
習
所
か
ら
東
京
裁
縫
女
学

校
へ
、
さ
ら
に
東
京
女
子
専
門
学
校
か
ら
東
京
家

政
大
学
へ
と
、
常
に
時
代
が
求
め
る
女
性
の
自
主

自
律
を
目
指
し
、
輝
か
し
い
未
来
へ
向
け
、
早
や

１
４
４
年
の
歳
月
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
日
本
の
教
育
を
鑑
み
る
と
き
、
そ
の
原
点

は
教
育
基
本
法
第
一
条（
教
育
の
目
的
）「
人
格

の
完
成
を
目
指
し
、
平
和
で
民
主
的
な
国
家
及

び
社
会
の
形
成
者
と
し
て
必
要
な
資
質
を
備
え

た
心
身
と
も
に
健
康
な
国
民
の
育
成
を
期
し
て

行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
あ
り
ま
す
。

本
学
が
擁
す
る
各
教
育
機
関
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

特
性
が
あ
り
ま
す
。『
高
等
教
育
・
大
学
』
：
そ

の
高
い
専
門
教
育
や
教
養
教
育
が
必
須
の
内
容

と
な
り
ま
す
。『
中
等
教
育
・
中
高
』
：
自
ら

の
生
き
方
に
誇
り
を
持
ち
、
誠
実
で
し
な
や
か
な

心
を
備
え
た
、
周
囲
か
ら
信
頼
さ
れ
る
女
性
を

育
て
る
こ
と
を
目
指
し
、
１
．
学
び
に
対
す
る
興

味
関
心
を
喚
起
す
る
。
２
．
自
ら
の
夢
・
目
標

を
見
つ
け
る
こ
と
を
支
援
す
る
。
３
．
学
習
面
・

生
活
面
に
お
け
る
自
立
を
促
す
。
４
．
他
者
と

協
働
し
て
課
題
解
決
で
き
る
力
を
身
に
付
け
る
。

こ
う
し
た
資
質
・
能
力
を
育
む
教
育
を
展
開
し

ま
す
。

そ
の
た
め
、
附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
：

2
0
2
5
で
は
、
輝
か
し
い
未
来
に
向
け
て
、
多

様
な
経
験
や
体
験
を
通
し
、
実
感
を
伴
う
深
い

学
び
に
よ
り
、
未
来
を
創
造
し
実
現
し
て
ゆ
く
●

未
来
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム（
仮
称
）〈
キ
ャ
リ
ア
・
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
教
育
：
人
間
力
の
向
上
〉ヴ
ァ
ン

サ
ン
カ
ン
プ
ラ
ン
・
G
C
P
・
中
高
大
連
携
教
育
・

教
科
横
断
型
学
習（C

reative Learning

）・
探

究
学
習
お
よ
び
●
未
来
実
現
プ
ロ
グ
ラ
ム（
仮
称
）

〈
コ
ー
ス
別
学
習
・
進
路
サ
ポ
ー
ト
：
学
力
向
上
・

進
路
実
現
〉中
学
校
：
ア
ド
バ
ン
ス
ト
ク
ラ
ス
・

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ク
ラ
ス
、
高
等
学
校
：
S
A
コ
ー

ス（
S
A
ク
ラ
ス
）・
C
L
ク
ラ
ス（
C
A
ク
ラ
ス
・

T
K
U
ク
ラ
ス
）と
い
う
教
育
の
流
れ
を
実
効
性

高
く
、
確
実
に
実
践
し
て
参
り
ま
す
。

後援会ドリームプラン奨学金
東京家政大学 東京家政大学短期大学部

Tokyo Kasei University

Junior College Supporters' Association

Dream Plan Scholarship

学生生活を実り豊かなものにするために、東京家政大学在学中で、
個人的かつ社会的に有意義でオリジナリティにあふれるユニークな

企画をもっている個人またはグループに対して、
その計画の実現に向けて給付する奨学金です。

「今かなえたい！」そんなあなたの夢を応援します。

夢
の
第
一
歩
、
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か

給 付 額 応 募 締 め 切り

国内での活動：上限30万円
海外での活動：上限50万

2025年5月30日（金）
後援会事務局にメール（17:00まで）

フライヤーからも
ご確認いただけます！

「応募から採用までの流れ」や
「所定申請書」などを
WEBからCheck！

後援会事務局（板橋キャンパス 85周年記念館2階）
お問い合わせ　TEL：03-3961-3264　　E-mail：kouenkai@tokyo-kasei.ac.jp

  後 援 会
後援会は、学生が快適で充実した学生生活を送れるよう支援することを目的と
した組織です。大学の教育方針に基づき、学生の福利厚生や教育・研究活
動を援助するとともに、大学と家庭の連携を深め、大学の発展に貢献してい
ます。
会員は、大学院・大学・短大に在学する学生の保護者および教職員で構成
されています。

What ?

東京家政大学 東京家政大学短期大学部
後援会

輝 へ
2025かしい未来

Tokyo Kasei
Junior &

Senior High School

東京家政大学

Toward a Brilliant Future 2025

東京家政大学
附属女子中学校・高等学校 校長

学校教育学博士／
東京家政大学 名誉教授／

公益財団法人
幼少年教育研究所 理事長

大 澤  力

https://www.tokyo-kasei.ac.jp/user/parents/koenkai/scholarship.html
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2
度
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
勤
務
で
米
国
の
名
門
ゴ
ル
フ
場
に
は

時
差
を
伴
う
過
密
な
業
務
の
息
抜
き
の
た
め
、
積
極
的
に

出
か
け
た
が
、
最
悪
の
ス
コ
ア
１
２
５
を
た
た
い
た
の
が
、

特
派
員
時
の
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
ク
レ
メ
ン
ト
ン
の
パ
イ
ン
・

バ
レ
ー
・
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
。
日
本
郵
船
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
石
川

副
支
店
長
か
ら
の
お
誘
い
で
、
送
ら
れ
た
地
図
を
見
な
が
ら

ク
ィ
ー
ン
ズ
の
自
宅
か
ら
愛
車
ダ
ッ
ジ
・
ダ
ー
ト
で
1
時
間

20
分
。
岡
村
・
郵
船
支
店
長
、木
戸
・
米
国
三
菱
商
事
社
長
、

石
川
氏
の
4
人
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

コ
ー
ス
は
写
真（
6
番
ホ
ー
ル
）に
あ
る
よ
う
に
テ
ィ
ー
グ
ラ

ウ
ン
ド
か
ら
１
０
０
ヤ
ー
ド
前
後
は
、
砂
地
に
高
さ
50
セ
ン

チ
か
ら
1
メ
ー
ト
ル
の
硬
い
小
木
が
全
ホ
ー
ル
に
あ
る
。
私

の
1
番
テ
ィ
ー
シ
ョ
ッ
ト
は
小
木
の
根
元
近
く
に
入
っ
た
。

出
す
だ
け
で
い
い
と
8
番
ア
イ
ア
ン
で
打
っ
た
と
こ
ろ
ク
ラ
ブ

が
後
方
の
小
木
の
枝
に
ひ
っ
か
か
り
空
振
り
。
第
2
打
も
当

た
っ
た
が
ブ
ッ
シ
ュ
か
ら
出
き
ら
ず
1
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
払
っ
て

前
方
に
出
し
た
が
、
8
を
た
た
き
、
後
も
似
た
よ
う
な
ト

ラ
ブ
ル
続
き
で
１
２
５
と
生
涯
最
悪
の
ス
コ
ア
で
終
わ
っ
た
。

私
よ
り
ゴ
ル
フ
の
腕
が
下
の
木
戸
社
長
が
１
２
４
で
回
っ
た

と
言
い
、「
在
N
Y
日
本
人
の
ト
ッ
プ
中
、
ナ
ン
バ
ー
1
の
菅

谷
に
勝
っ
た
。
こ
れ
か
ら
君
と
は
ゴ
ル
フ
は
や
ら
な
い
。
墓

場
に
勝
っ
た
記
録
を
持
っ
て
い
く
」と
カ
ー
ド
に
サ
イ
ン
を
さ

せ
ら
れ
た
。
終
了
後
売
店
に
い
た
プ
ロ
に「
タ
フ
な
コ
ー
ス
だ

ね
」と
感
想
を
述
べ
る
と「
ジ
ャ
ッ
ク
・
ニ
ク
ラ
ウ
ス
が
2
年

前
新
婚
旅
行
の
時
回
っ
た
ス
コ
ア
が
81
。
し
か
し
1
年
後
に

や
っ
て
き
て
69
を
出
し
た
。
君
も
も
う
1
回
来
た
ら
」と
言

わ
れ
た
。「
あ
り
が
と
う
」と
対
応
し
た
が「
2
度
と
来
る
も

ん
か
」と
つ
ぶ
や
い
た
。

パ
イ
ン
・
バ
レ
ー
が
ゴ
ル
フ
・
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
誌
の
グ
レ
ー

テ
ス
ト
コ
ー
ス
ベ
ス
ト
10
に
入
り
続
け
て
い
る
の
は
知
っ
て

い
た
が
、
後
か
ら
調
べ
る
と
ゴ
ル
フ
マ
ガ
ジ
ン
社
の
調
査
で

1
9
3
9
年
の
全
世
界
ラ
ン
ク
で
セ
ン
ト
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
、

サ
イ
プ
レ
ス
・
ポ
イ
ン
ト（
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
）に
次
ぎ

世
界
第
3
位
、
2
0
0
7
年
に
は
第
1
位（
こ
の
時
セ
ン
ト

ア
ン
ド
ル
ー
ズ
は
第
3
位
）に
輝
い
た
名
コ
ー
ス
で
あ
る
こ
と

を
知
っ
た
。

セ
ン
ト
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
・
オ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
で
の
プ
レ
ー
は
私

が
日
本
経
済
新
聞
取
締
役
大
阪
本
社
編
集
局
長
に
就
任
し

た
1
9
9
0
年
の
秋
で
あ
る
。
日
経
の
鶴
田
社
長
か
ら
の

電
話
で「
セ
ン
ト
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
で
開
か
れ
る
ダ
ン
ヒ
ル
・
カ
ッ

プ
国
別
対
抗
の
プ
ロ
ア
マ
戦
に
日
本
か
ら
の
10
人
の
1
人
と

し
て
招
待
さ
れ
た
が
、
自
分
の
腕
で
は
歯
が
立
た
な
い
。
終

了
後
ダ
ン
ヒ
ル
会
長
と
同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
の
会
食
も
あ
り
、

ゴ
ル
フ
、
英
語
力
と
も
日
経
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
菅
谷
君
に
行
っ

て
欲
し
い
」と
の
要
請
を
受
け
た
。

事
前
に
ど
の
プ
ロ
と
回
り
た
い
か
と
の
問
合
せ
が
あ
り
、
私

は
迷
う
こ
と
な
く
当
時
U
S
オ
ー
プ
ン
2
連
覇
で
米
国
ラ

ン
ク
ト
ッ
プ
、
カ
ー
チ
ス
・
ス
ト
レ
ン
ジ
選
手
を
指
名
し
た
。

日
本
人
の
他
の
9
名
は
い
ず
れ
も
当
時
日
本
の
ト
ッ
プ
プ
レ

イ
ヤ
ー
の
飯
合
肇
ら
3
選
手
と
回
っ
て
い
た
。
プ
ロ
ア
マ
戦

の
第
1
組
、
ス
ト
レ
ン
ジ
は
左
手
か
ら
の
強
い
風
を
意
識
、

ボ
ー
ル
が
左
方
向
に
回
る
フ
ッ
ク
ボ
ー
ル
を
打
ち
フ
ェ
ア
ウ
ェ

イ
セ
ン
タ
ー
に
落
と
し
た
の
を
見
て
、
キ
ャ
デ
ィ
が「M

r.

SU
G

AYA

の
球
筋
は
」と
聞
く
の
で
、「
フ
ェ
ー
ド（
や
や
右

手
に
行
く
）」と
答
え
る
と「
で
は
左
手
18
番
ホ
ー
ル
に
向

か
っ
て
打
て
。
上
空
の
風
は
地
上
の
3
倍
」と
言
う
。

し
か
し
全
ホ
ー
ル
同
時
ス
タ
ー
ト（
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
方
式
）の

た
め
18
番
に
は
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
い
る
。
そ
こ
で
私
は
左
の
ラ

フ
を
目
指
し
て
打
っ
た
が
、
ボ
ー
ル
は
強
風
に
流
さ
れ
右
の

ラ
フ
の
中
へ
。
1
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
加
え
て
の
第
3
打
も
同
じ

方
向
へ
。
諦
め
て
歩
き
出
し
、
念
の
た
め
ボ
ー
ル
を
キ
ャ
デ
ィ

と
探
し
た
が
、
似
た
よ
う
な
場
所
に
ロ
ス
ト
ボ
ー
ル
が
10
数

個
あ
る
の
に
私
の
ボ
ー
ル
だ
け
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
さ
ら

に
1
ペ
ナ
ル
テ
ィ
で
第
5
打
を
打
ち
、
結
局
第
1
ホ
ー
ル
は

な
ん
と
9
打
。

当
時
の
私
の
平
均
ス
コ
ア
は
87
〜
88
だ
っ
た
か
ら
、
難
コ
ー

ス
な
の
で
、
目
標
ス
コ
ア
を
99
と
し
て
い
た
が
、
ス
タ
ー
ト

で
大
き
く
躓
い
た
。
そ
し
て
最
終
18
番
ホ
ー
ル
で
事
件
が
発

生
し
た
。
テ
ィ
ー
シ
ョ
ッ
ト
が
右
手
の
石
畳
の
上
に
連
な
る

円
形
の
溝
に
止
ま
っ
た
の
だ
。
キ
ャ
デ
ィ
に
聞
く
と
そ
の
ま

ま
打
つ
か
、
１
０
０
ヤ
ー
ド
戻
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
打
ち
直

し
テ
ィ
ー
か
ら
1
打
罰
で
打
つ
か
だ
と
言
う
。

こ
の
段
階
で
の
私
の
最
終
目
標
ス
コ
ア
は
前
述
パ
イ
ン
・
バ

レ
ー
で
の
１
２
５
を
1
つ
下
回
る
１
２
４
に
後
退
し
て
い
た

が
、
後
方
の
テ
ィ
ー
ま
で
戻
る
と
そ
の
達
成
は
難
し
い
。
あ

る
が
ま
ま
に
打
て
ば
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
。
こ
う
判
断
し
て
7

番
ア
イ
ア
ン
で
打
っ
た
ボ
ー
ル
は
ま
っ
す
ぐ
グ
リ
ー
ン
近
く
ま

で
行
き
ボ
ギ
ー
で
１
２
４
に
収
ま
っ
た
。
打
っ
た
時
火
花
が

飛
び
散
り
、
7
番
ア
イ
ア
ン
は
一
部
欠
け
た
が
、
右
手
に
痛

み
は
な
か
っ
た
。
ダ
ン
ヒ
ル
会
長
の
正
面
に
座
ら
さ
れ
た
会

食
も
、
私
が
米
州
編
集
総
局
長
時
代
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ダ

ン
ヒ
ル
・
テ
イ
ラ
ー
で
カ
シ
ミ
ア
の
コ
ー
ト
を
購
入
、
寒
い

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
冬
を
し
の
い
だ
話
な
ど
愉
快
に
過
ご
し
た

が
、
18
番
ホ
ー
ル
の
1
打
が
私
の
右
腕
と
目
に
重
大
な
怪

我
を
も
た
ら
し
た
こ
と
が
後
日
判
明
す
る
。

T
O

E
IC

®

8
0
0
点
以
上

取
得
者
の
表
彰
式
を
開
催

学
園
貢
献
賞
の

表
彰
式
を
開
催

TOEIC®
表彰

2024年度

学園
貢献賞
2024年度

若手研究者
奨励賞
2024年度

2
0
2
5
年
1
月
16
日
（
木
）

2
0
2
5
年
2
月
25
日
（
火
）

東
京
家
政
大
学
で
は
、
在
学
中
にTO

EIC
®

で

8
0
0
点
以
上
を
取
得
し
た
学
生
に
英
語
学

習
奨
励
金
を
授
与
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
8

名
が
対
象
と
な
り
、
7
名
が
出
席
し
、
井
上

俊
哉
学
長
よ
り
表
彰
状
と
目
録
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。
学
長
は
、
英
語
力
が
将
来
の
重
要
な

資
産
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
学
生
の
更
な
る

飛
躍
を
期
待
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

本
学
で
は
今
後
も
学
生
の
努
力
を
支
援
し
、
学

び
の
場
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

受
賞
者
の
皆
さ
ん
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

学
園
貢
献
賞
は
、
本
学
の
広
報
活
動
に
特
に
貢
献
し
、
新
聞
な

ど
の
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
顕
著
な
功
績
を
挙
げ

た
学
生
・
生
徒
、
ま
た
は
学
生
・
生
徒
の
指
導
を
通
じ
て
学

園
の
名
誉
向
上
に
寄
与
し
た
教
職
員
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

健康科学部 
リハビリテーション学科

准教授　田中 繁治

個人で短期留学に行った後、グローバル教育センターの英語学習サポー
トでTOEIC®のアドバイスを受けるなどしました。継続して公式の問題集
を解いて、努力を積み重ねてきた結果だと感じています。

春休みに大学が主催する2週間の専門研修に参加したのですが、その時に英語に
触れる抵抗感がなくなりました。その後はアプリを活用し、通学時間に勉強しました。

1年生の時に1年間のキャンパス英会話を通して外国人講師と毎日会話をしま
した。その1年で英語に対する壁をなくせたことが大きかったです。その後、
英語学習を結果として残したいと考えてTOEIC®の勉強を始めました。

大学のプログラムでイギリスに半年間の留学に行きました。その際、リスニング
力とスピーキング力は養えましたが、それ以外の力が足りないと感じ、単語や
問題集を繰り返し行いました。

受賞者の高スコア達成方法！

東
京
家
政
大
学

若
手
研
究
者
奨
励
賞

優
秀
な
研
究
成
果
を
収
め
た
若
手
教
員
を
表
彰

家
政
学
部 

栄
養
学
科 

管
理
栄
養
士
専
攻 

野
村
実
乃
理
さ
ん

栄
養
学
部 

管
理
栄
養
学
科 

竹
崎
未
和
さ
ん

栄
養
学
部 

管
理
栄
養
学
科 

蓮
實
芳
乃
葉
さ
ん

人
文
学
部 

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科 

光
武
唯
奈
さ
ん

人
文
学
部 

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科 

山
﨑
美
柚
さ
ん

人
文
学
部 

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科 

吉
田
京
加
さ
ん

人
文
学
部 

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科 

大
久
保
早
紀
さ
ん

人
文
学
部 

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科 

荒
木
彩
那
さ
ん

受
賞
者
一
覧

受 賞 者

大
学
改
革
総
合
支
援
事
業

T
J
U
P
運
営
推
進
チ
ー
ム

大
学
改
革
総
合
支
援
事
業
T
J
U
P
運
営
推
進

チ
ー
ム
は
、
教
職
員
の
協
力
を
得
て
7
年
間
に
わ
た

り
活
動
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。
大
学
の
認
知
度

向
上
や
大
学
連
携
・
地
域
貢
献
の
点
か
ら
も
学
園

に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

理
事
長
賞

三
菱
み
ら
い
育
成
財
団
採
択
プ
ロ
グ
ラ
ム
メ
ン

バ
ー
「
米
津
先
生
及
び
大
学
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
学
科
と
附
属
高
等
学
校
の
連
携
協
力
」

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
三

菱
み
ら
い
育
成
財
団
に
採
択
さ
れ
、
高
大
連
携
の

先
駆
け
と
し
て
学
園
に
貢
献
し
ま
し
た
。

学
長
賞

人
文
学
部 

教
育
福
祉
学
科

宮
地
孝
宜
ゼ
ミ
生

学
生
自
ら
の
発
案
・
企
画
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ
や
子
ど
も
食
堂
の
運
営
を
通
じ
て
地
域
交
流
を

促
進
し
、
本
学
の
社
会
活
動
の
広
報
に
貢
献
し
ま

し
た
。 学

長
賞

子
ど
も
支
援
学
部 

子
ど
も
支
援
学
科

武
川 

舞
桜
さ
ん 

東
京
都
マ
ス
タ
ー
ズ
水
泳
競
技
大
会
18
〜
24
歳
の
部

に
継
続
的
に
出
場
し
、
ど
の
競
技
も
優
秀
な
成
績

を
収
め
、
本
学
の
知
名
度
向
上
に
貢
献
し
ま
し
た
。

学
長
奨
励
賞

関
根 

萌
望
子
さ
ん
、
原 

愛
依
さ
ん
、

大
谷 

美
咲
希
さ
ん

第
22
回
田
崎
清
忠
杯
私
立
中
学
校
英
語
レ
シ
テ
ー

シ
ョ
ン
大
会
で
団
体
賞
優
秀
校
と
し
て
優
秀
な
成
績

を
収
め
ま
し
た
。

中
学
校
長
賞

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
フ
支
援
セ
ン
タ
ー

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
15
年
以
上
に
わ
た
り

啓
発
活
動
に
努
め
、
健
康
経
営
や
広
報
面
で
学
園

に
貢
献
し
ま
し
た
。

学
長
賞

家
政
学
部 

児
童
学
科

森
田 

侑
香
里
さ
ん
、
堀
口 

琴
未
さ
ん　

板
橋
区
と
共
同
で
編
集
発
行
し
た「
い
た
ち
ょ
こ

ブ
ッ
ク
」と
い
う
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
、
そ
の
中
で

学
生
が
考
案
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
い
た
ち
ょ
こ
ブ

ラ
ザ
ー
ズ
」が
活
躍
す
る
な
ど
観
光
振
興
と
地
域
貢

献
に
寄
与
し
ま
し
た
。

学
長
奨
励
賞　

樋
口 

友
渚
さ
ん

大
学
レ
ベ
ル
の
実
用
英
語
技
能
検
定
準
1
級
を
取
得

し
、
前
向
き
な
学
習
姿
勢
で
ク
ラ
ス
に
良
い
影
響
を

与
え
、
他
の
生
徒
の
見
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
学
校
長
賞

理事長コラム No.21 

学校法人 渡辺学園 理事長

菅 谷  定 彦

日
経
米
州
編
集
総
局
長
時
代
7

屈
辱
の
パ
イ
ン
・
バ
レ
ー
（
米
Ｎ
Ｊ
）

大
怪
我
の
セ
ン
ト
ア
ン
ド
ル
ー
ズ

（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）

るき生を界世
Living 

in  the World

世
界
を
生
き
る 

No.‌22

「
日
経
米
州
編
集
総
局
長
時
代
8
」

To be continued

次号

▲セントアンドルーズでのプロアマ戦
向かって右は当時米国ナンバー１のカーチス・ストレンジ選手

▼パイン・バレーＧＣ（ニュージャージー州 クレメントン）６番ホール、ティーグラウンドから（コース絵葉書）
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掲載希望の記事がありましたら、広報・宣伝部にご連絡ください。

バックナンバー アンケート
Vol.104

Instagram 学生広報メンバー
応募フォーム

本学の魅力や最新情報を発信中！
“フォロー”や“いいね”
よろしくお願いします！

東京家政大学ビジョン150
理念 存在意義（パーパス） 行動指針（ミッション）

理念

建学の精神「自主自律」　　生活信条「愛情・勤勉・聡明」

存在意義（パーパス） 行動指針（ミッション）

知と技で自他の可能性を広げ、
人がつながる社会の起点となる。

東京家政大学は、すべての人が自分らしく暮らし、
人生を全うすることができる社会、

人と人とがつながる社会の実現に貢献します。
東京家政大学が大切にするしなやかな知性と実践に基づく専門性は、

自分自身の人生を切り拓くだけでなく、
他者の可能性をも広げることができるものです。

東京家政大学は、すべての人が支え合い、
認め合うことのできる社会に向けて、

自ら最初の一歩を踏み出す人を育みます。

1. 理念・目的
大学・大学院・短大の理念・目的に即し、必要な改革を断行する。

2. 入学者の積極的な受け入れ
急速に進む少子化・社会の変化を直視し、学ぶ意欲のある多様な学生を積極的に受け入れる。

3. 学習・教育
「人をつなぐ専門力」（専門に関する能力×汎用的能力）の育成に邁進する。

4. 学生支援・キャリア支援
すべての学生がそれぞれの可能性を発見し、伸ばせるよう支援する。

5. 研究活動
教育研究を支える環境や条件を整備し、研究活動を活性化する。

6. 社会連携・社会貢献
地域社会や企業等との連携を通じて、大学の教育研究の成果を社会に還元する。

7. 生涯教育・キャリアアップ
本学の強みを生かし、広く社会人等に対し充実した学びの機会を提供する。

Vol.104 
ご協力を

よろしくお願いします！

ご興味のある方は
広報・宣伝部に   

お気軽にご連絡ください！

卒
業
式
・
学
位
授
与
式
を
挙
行
し
ま
し
た

学
び
の
証
を
胸
に
、

令
和
7（
2
0
2
5
）年
3
月
18
日
、
卒
業
式
・
学
位
授
与
式
が
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。
大
き
な
希
望
を
胸
に
社
会
へ
。
東
京
家
政
大
学
で

学
ん
だ
こ
と
を
力
に
変
え
、
自
分
の
道
を
歩
ん
で
い
き
ま
す
。　

新
た
な
世
界
へ

https://www.tokyo-kasei.ac.jp/about/efforts/newsletter.html
https://www.instagram.com/tokyo_kasei_univ_official/
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfitDBLt5Yqc4axO4b7K6Icggu7atGUny_TPns2NptBpK9dxg/viewform
https://mail-to.link/m9/3gdtbsa



